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6.5 まとめ(案) 

ダム湖内、流入河川、下流河川、ダム湖周辺と環境区分ごとに考えられる環境要因と生

物の生息・生育との関係を整理し、まとめた内容を以下に示す。 

 

(1) ダム湖内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)流入河川 

 

 

 

 

 

 

 

 

魚類の種数については大きな変化はなかったが、ほとんどの種で
個体数が減少している。今後についても河川水辺の国勢調査等
により継続して確認していく。

生息・生育状況の変化の検証 評価と今後の方針

一般にダム湖心部における変化が見られるが、今後も河川水辺
の国勢調査等により継続して確認していく。

比較的水深が浅い箇所を利用するササゴイやコサギなどのサギ
類が確認されなくなっており、水際部がこれらの種にとって利用し
づらい環境に変化していることも考えられるが、水鳥の生息環境
として重要な環境となっており、今後も河川水辺の国勢調査等に
より継続して確認していく。

鳥類の生息状況は、湖面を利用する水鳥は継続的に確認されている。一方、
ササゴイ、コサギは平成5年に確認されて以降は確認されていない。また、ヒ
ドリガモは平成9年に確認されただけである。

今後も定期水質調査及び水質自動観測装置により監視を行って
いく。

淡水赤潮、アオコの発生がみられる

ブルーギル、オオクチバス、ニジマスが継続的に確認されている。
他の生物への影響並びに、釣りなどの湖面利用の状況を勘案し
た上で対応を検討することが必要である。また、ブラックバス、ブ
ルーギル、ニジマスについては、特定外来生物である事から、関
係各所に報告を行い、必要に応じて対応を協議する。

： ダムの影響が見られるもの

： どちらか不明であるもの、ダム以外の影響が見られるもの

魚類の生息状況は、魚類相をみると、出現種は大きく変わらず、オイカワが
優占している状況は変わらないが、優占種のオイカワを始め多くの魚種にお
いて個体数が減少していた。

底生動物の生息状況は、ダム湖内ではいずれの地点においても優占種にイ
トミミズとユリミミズが経年的に確認されている。ダム湖内定点での確認種数
は他地点と比較して極端に少なく、確認種は止水域に多くみられるイトミミズ
類であった。これらの種のほとんどが強腐水性の種であった。

魚類の種数については大きな変化はなかったが、ほとんどの種で
個体数が減少している。今後についても河川水辺の国勢調査等
により継続して確認していく。

生息・生育状況の変化の検証 評価と今後の方針

一般にダム湖心部における変化が見られるが、今後も河川水辺
の国勢調査等により継続して確認していく。

比較的水深が浅い箇所を利用するササゴイやコサギなどのサギ
類が確認されなくなっており、水際部がこれらの種にとって利用し
づらい環境に変化していることも考えられるが、水鳥の生息環境
として重要な環境となっており、今後も河川水辺の国勢調査等に
より継続して確認していく。

鳥類の生息状況は、湖面を利用する水鳥は継続的に確認されている。一方、
ササゴイ、コサギは平成5年に確認されて以降は確認されていない。また、ヒ
ドリガモは平成9年に確認されただけである。

今後も定期水質調査及び水質自動観測装置により監視を行って
いく。

淡水赤潮、アオコの発生がみられる

ブルーギル、オオクチバス、ニジマスが継続的に確認されている。
他の生物への影響並びに、釣りなどの湖面利用の状況を勘案し
た上で対応を検討することが必要である。また、ブラックバス、ブ
ルーギル、ニジマスについては、特定外来生物である事から、関
係各所に報告を行い、必要に応じて対応を協議する。

： ダムの影響が見られるもの

： どちらか不明であるもの、ダム以外の影響が見られるもの

魚類の生息状況は、魚類相をみると、出現種は大きく変わらず、オイカワが
優占している状況は変わらないが、優占種のオイカワを始め多くの魚種にお
いて個体数が減少していた。

底生動物の生息状況は、ダム湖内ではいずれの地点においても優占種にイ
トミミズとユリミミズが経年的に確認されている。ダム湖内定点での確認種数
は他地点と比較して極端に少なく、確認種は止水域に多くみられるイトミミズ
類であった。これらの種のほとんどが強腐水性の種であった。

魚類の生息状況は、優占種であるカワムツが安定して確認されている一
方、全体として個体数が減少しており、特に比較的流水を好むオイカワや、
底生魚であるカワヨシノボリが減少している。

外来種は、魚類では平成8年度調査でニジマス、ブルーギルの2種の外来
種が確認されたが、平成13年度調査では確認されなかったため、定着し
ている可能性は低い。また、底生動物の外来種は平成17年度にサカマキ
ガイが確認されているが、魚類の放流時に混入したものと考えられる。

生息・生育状況の変化の検証 評価と今後の方針

外来種は定着している可能性は低いが、
河川水辺の国勢調査等により継続して確
認していくとともに、必要に応じて関係各
所に報告し、対応を協議する。

優占種については大きな変化は見られな
いが、今後も継続して河川水辺の国勢調
査等により継続して確認していく。

： ダムの影響が見られるもの

： どちらか不明であるもの、ダム以外の影響が見られるもの

魚類の生息状況は、優占種であるカワムツが安定して確認されている一
方、全体として個体数が減少しており、特に比較的流水を好むオイカワや、
底生魚であるカワヨシノボリが減少している。

外来種は、魚類では平成8年度調査でニジマス、ブルーギルの2種の外来
種が確認されたが、平成13年度調査では確認されなかったため、定着し
ている可能性は低い。また、底生動物の外来種は平成17年度にサカマキ
ガイが確認されているが、魚類の放流時に混入したものと考えられる。

生息・生育状況の変化の検証 評価と今後の方針

外来種は定着している可能性は低いが、
河川水辺の国勢調査等により継続して確
認していくとともに、必要に応じて関係各
所に報告し、対応を協議する。

優占種については大きな変化は見られな
いが、今後も継続して河川水辺の国勢調
査等により継続して確認していく。

： ダムの影響が見られるもの

： どちらか不明であるもの、ダム以外の影響が見られるもの
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(3)下流河川 

 

(4)ダム湖周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)連続性の観点から見た生物生息・生育の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後も河川水辺の国勢調査等により継続して
確認していくとともに、必要に応じて対策の検
討を行っていくものとする。

回遊性魚類は、ダムにより下流河川からの移動が分断されていると考えら
れる。

生息・生育状況の変化の検証 評価と今後の方針

： ダムの影響が見られるもの

： どちらか不明であるもの、ダム以外の影響が見られるもの

今後も河川水辺の国勢調査等により継続して
確認していくとともに、必要に応じて対策の検
討を行っていくものとする。

回遊性魚類は、ダムにより下流河川からの移動が分断されていると考えら
れる。

生息・生育状況の変化の検証 評価と今後の方針

： ダムの影響が見られるもの

： どちらか不明であるもの、ダム以外の影響が見られるもの

外来種は、植物ではアレチウリ、オオカワヂシャ、オオキンケイギクなど30科97
種が確認されている。外来種率は10～12％程度で推移している。また、鳥類の
外来種については、コジュケイが平成5年度から確認されており、日本に移入さ
れた年代も古い種であることから、古くからダム湖周辺で定着していると考えら
れる。

生息・生育状況の変化の検証 評価と今後の方針

植生区分では人工草地や農耕地などを含むその他の面積比が最も大きく、以
下、植林、代償植生、自然植生の順となっており、各区分の面積比の割合は経
年的に大きな変化はない。一方、確認種数をみると在来種が減少し、外来種が
増加している。

ダム湖周辺の生息環境が変化している可能性
等が考えられるため、今後も引き続き、河川水
辺の国勢調査等により確認していく。

自然の遷移、人為による土地改変で群落に違
いを生じたと考えられるが、今後においても河
川水辺の国勢調査等により継続して確認して
いく。

造成により改変を受けた場所などは外来種が
繁茂しやすくなっていると考えられ、今後も河
川水辺の国勢調査等により、継続して確認し
ていく。

： ダムの影響が見られるもの

： どちらか不明であるもの、ダム以外の影響が見られるもの

鳥類の確認種の状況をみると、平成14年度の確認種数が36種と極端に少な
かったが、その他の年度の種類数は56～64種で推移している。

外来種は、植物ではアレチウリ、オオカワヂシャ、オオキンケイギクなど30科97
種が確認されている。外来種率は10～12％程度で推移している。また、鳥類の
外来種については、コジュケイが平成5年度から確認されており、日本に移入さ
れた年代も古い種であることから、古くからダム湖周辺で定着していると考えら
れる。

生息・生育状況の変化の検証 評価と今後の方針

植生区分では人工草地や農耕地などを含むその他の面積比が最も大きく、以
下、植林、代償植生、自然植生の順となっており、各区分の面積比の割合は経
年的に大きな変化はない。一方、確認種数をみると在来種が減少し、外来種が
増加している。

ダム湖周辺の生息環境が変化している可能性
等が考えられるため、今後も引き続き、河川水
辺の国勢調査等により確認していく。

自然の遷移、人為による土地改変で群落に違
いを生じたと考えられるが、今後においても河
川水辺の国勢調査等により継続して確認して
いく。

造成により改変を受けた場所などは外来種が
繁茂しやすくなっていると考えられ、今後も河
川水辺の国勢調査等により、継続して確認し
ていく。

： ダムの影響が見られるもの

： どちらか不明であるもの、ダム以外の影響が見られるもの

鳥類の確認種の状況をみると、平成14年度の確認種数が36種と極端に少な
かったが、その他の年度の種類数は56～64種で推移している。

生息・生育状況の変化の検証 評価と今後の方針

魚類の生息状況は、穏やかな流況を好むカワムツや底生魚のヌマ
チチブなどが多く確認される流水環境であり、優占種には大きな変
化はなかった。確認種減少の原因については不明である。

底生動物の生息状況は、シマトビケラ科のなかで、水質がやや汚
れた環境を好む種が優占的に確認されている。

動植物プランクトンの生息状況は、ダム湖とほぼ同じ種が優占して
確認されている。

ダム湖の止水の影響を受けている可能性があ
るため、今後も、河川水辺の国勢調査等により
継続して確認していくとともに、ダム下流の河
川環境の状況把握に努める。

流水性の魚類が多いという大まかな傾向に変
化はない。したがって、今後も継続して河川水
辺の国勢調査等により継続して確認していく。

ダム湖の水質の影響を受けていると考えられ、
今後も河川水辺の国勢調査等により継続して
確認していくとともに、ダム下流の河川環境の
状況把握に努める。

： ダムの影響が見られるもの

： どちらか不明であるもの、ダム以外の影響が見られるもの

生息・生育状況の変化の検証 評価と今後の方針

魚類の生息状況は、穏やかな流況を好むカワムツや底生魚のヌマ
チチブなどが多く確認される流水環境であり、優占種には大きな変
化はなかった。確認種減少の原因については不明である。

底生動物の生息状況は、シマトビケラ科のなかで、水質がやや汚
れた環境を好む種が優占的に確認されている。

動植物プランクトンの生息状況は、ダム湖とほぼ同じ種が優占して
確認されている。

ダム湖の止水の影響を受けている可能性があ
るため、今後も、河川水辺の国勢調査等により
継続して確認していくとともに、ダム下流の河
川環境の状況把握に努める。

流水性の魚類が多いという大まかな傾向に変
化はない。したがって、今後も継続して河川水
辺の国勢調査等により継続して確認していく。

ダム湖の水質の影響を受けていると考えられ、
今後も河川水辺の国勢調査等により継続して
確認していくとともに、ダム下流の河川環境の
状況把握に努める。

： ダムの影響が見られるもの

： どちらか不明であるもの、ダム以外の影響が見られるもの
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生物のまとめ(案)を以下に示す。 

 

・植生区分では人工草地や農耕地などを含むその他の面積比が最も大きく、以下、植

林、代償植生、自然植生の順となっており、各区分の面積比の割合は経年的に大き

な変化はない。一方、確認種数をみると在来種が減少し、外来種が増加している。 

・布目ダム湖周辺は、スギ・ヒノキ植林やコナラ群落等が分布し、動物の生息場とし

て利用されている。 

・ダム湖内は、オイカワ、ニゴイ、ギンブナなどの生息が確認されたほか、マガモ、

カイツブリ、オシドリ等の水鳥が確認されているなど動物の生息場として機能してい

る。 

・ただし、魚類、鳥類に関して直近の調査では全体的に確認個体数が減少する傾向が

みられる。 

・ダム湖、流入及び下流河川において、ニジマス、ブラックバス、ブルーギルといっ

た外来種が確認されている。その他の外来種として鳥類ではコジュケイ、両生類では

ウシガエルが確認されている。 

 

＜今後の方針＞ 

布目ダム周辺における動植物の生息・生育状況については、一部で湖岸植生の変化、

外来種の確認等がみられるが、全般的に顕著な変化は認められない。しかし、魚類、鳥

類に関して全体的に確認個体数が減少している傾向がみられ、その要因が定かでないこ

と、外来種に関しては在来種への影響等が懸念されることなどから、今後も継続して調

査を行い、その対応について検討を行う。 

 

 




